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●今月の表紙

市場保育所交通安全教室

（7月17日撮影）

●主な記事

02　上限 200 円バス

16　よさの人特別号

　　（まめっこまいちゃん）

水・緑・空  笑顔かがやく ふれあいのまち



問 与謝野町企画財政課（☎ 46-3084）

岩滝

与謝

与謝の海病院
このバス停を基点に２つの 200 円

エリアに分かれます。（エリアをま

たがって乗車するとプラス 200 円）

伊根町

京丹後市

宮津市

与謝野町

京丹後市方面

福知山市方面
（福知山市域は 200 円バス対象外です）

加悦谷高校前

宮津駅

傘松ケーブル下

野田川丹海前

伊根郵便局前

蒲入

宇川温泉

水戸谷 例えばこんなにお得！（大人料金）

【現在】　　　　　　　【改定後】
●与謝～与謝の海病院
往復 1,340 円　　⇒ 　往復 400 円！
●岩滝～加悦谷高校前
往復 820 円　　  ⇒ 　往復 400 円！
●岩滝～宮津駅・宮津高校
往復 900 円　　  ⇒ 　往復 400 円！
定期なら…
年間 160,040 円  ⇒ 　年間 71,120 円！

（３カ月通学定期券×４）

宮津高校

野田川駅前
天橋立駅前

乗
ろ
う
！
お
得
な

２
０
０
円
バ
ス

丹海バスが

低料金バスになります！

10/1  
運行開始

※対象地域：宮津市・伊根町・与謝野町（京丹後市はすでに導入）

上限200円の

利用しやすい
バス交通へ
　料金が安くなるだけではあ
りません。町内には７路線が
往復していますが、200 円バ
スの開始にあわせて、路線や
便数、ダイヤなどを効率よく
再編することで安くて便利な
バスとして、より多くの皆さ
んに利用していただくことを
めざします。

200 円バスとは？
　丹後海陸交通㈱が運行している路線バス（通称：丹海バス）の料
金は長く乗るほど高くなる距離制運賃となっていますが、このバス
料金を上限 200 円（小学生以下は 100 円）の低料金にするものです。
ただし、従来から 200 円未満の区間料金は変更ありません。

宮津・与謝地域を２つのエリアに分割
　宮津・与謝地域を「与謝の海病院」で２区間に分割したそれぞれ
の区間内を上限 200 円の料金で乗車できるようになります。
　そのため、200 円区間をまたがって乗車する場合や、別の路線に
乗り換える場合は、さらに 200 円が必要になりますのでご注意く
ださい。
　また、すでに実施されている京丹後市（１つのエリア）とあわせ

て丹後２市２町が３つの 200 円バスエリアとなります。

利
用
者
の
皆
さ
ん
の

声
に
応
え
て

　
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
宮

津
・
与
謝
地
域
で
も
運
行
が
始

ま
る
上
限
２
０
０
円
バ
ス
。
隣

の
京
丹
後
市
で
は
、
平
成
18
年

10
月
の
運
行
開
始
以
来
、
６
年

連
続
で
利
用
者
が
増
加
、
運
行

開
始
前
の
２・
３
倍
に
な
る
な

ど
、
非
常
に
好
評
で
す
。
通
院

や
通
勤
・
通
学
、
そ
し
て
休
日

の
行
楽
な
ど
利
用
が
拡
大
す
る

中
で
、
実
施
エ
リ
ア
を
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大
し

て
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し
い
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い
う
声
が
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か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
津
・
与
謝
地
域
で

も
、
高
齢
化
の
進
展
に
加
え
て
、

店
舗
や
病
院
等
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
施
設
等
も
減
少
し
、
住

民
の
皆
さ
ん
、
特
に
自
家
用
車

に
乗
ら
れ
な
い
方
な
ど
に
と
っ

て
は
、
遠
距
離
の
バ
ス
料
金
は

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
低

料
金
の
公
共
交
通
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
上
限

２
０
０
円
バ
ス
の
宮
津
・
与
謝

地
域
で
の
実
施
に
向
け
、
宮
津

市
、
伊
根
町
、
与
謝
野
町
に
京

丹
後
市
、
さ
ら
に
路
線
バ
ス
を

運
行
す
る
丹
後
海
陸
交
通
㈱
を

加
え
、
３
年
以
上
に
わ
た
り
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
会
議
で

実
施
が
承
認
！

　
そ
し
て
、
今
年
５
月
に
開
催

さ
れ
た
住
民
を
代
表
す
る
委
員

で
構
成
さ
れ
る
「
与
謝
野
町
地

域
公
共
交
通
会
議
」
で
、
実
施

が
承
認
さ
れ
、
10
月
１
日
の
運

行
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
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。

　
な
く
て
は
な
ら
な

い
地
域
の
足「
丹
海

バ
ス
」。お
得
に
な
る

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

利
用
し
ま
し
ょ
う
！

料
金
が
高
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
け
ど
、

安
く
な
る
の
は
う
れ
し
い
わ
！

ど
う
変
わ
る
の
か
し
ら
？

◎特集　上限 200 円バス上限 200 円バス
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回数券で
さらにお得！
普通回数券（11 枚）

なら１回あたり

 約182円！

ウィルに停留する丹海バス



平成 25 年度全国統一防火標語 「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」

がんばってます！消防団 編集 ● 加悦方面隊

吸血後約 1cm

吸血前の成虫マダニで約２mm

健やか広場　ダニ類に咬まれないようにしましょう。

電気火災を防ごう！

電気火災を防ぐ ポイント

～８月は電気使用安全月間です～

 私たちは、照明や空調、調理など、日常生活のあらゆる
場面において、電気製品を使用していますが、その一方で、
日本全国で、電気や電気製品が原因の火災も発生しており、
その取り扱いには、十分な注意が必要です。
 ８月は電気使用安全月間です。この機会に、電気や電気
製品の安全な取り扱いの知識を深めましょう。

・使用する前に、取扱説明書を良く読みましょう。 
・使用していない電気製品のプラグは、コンセン

トから抜きましょう。 
・故障した場合、自分で分解せずに、専門の業者

に修理を依頼しましょう。 
・電熱器等の周囲には、燃えやすいものを置かな

いようにしましょう。  
・長年使用している電気製品は、定期的に異常の

有無を確認しましょう。

・プラグを抜く時は、コード部分ではなく、プ
ラグ本体を持ちましょう。

・プラグは、緩みがないか点検しましょう。 
・コードが家具などの下敷きになったりして傷 

つかないようにしましょう。
・コードを束ねたり、ねじれたままで使用しな 

いようにしましょう。 
・ガスコンロの上の方など、加熱されるような

場所での使用はやめましょう。

電気製品全般 コンセント・プ ラグ・コード

  消防防災フェアは、消防・防災の意識の向上を図り、
気軽に消防や防災について体験する機会として消防団が
開催するもので、お子さんから大人まで楽しめる企画や、

タコ足配線をしない 重いものをのせない

テーマ：未来のために　安心・安全　まちづくり !!

マ
ダ
ニ
に
つ
い
て

●
固
い
外
皮
に
覆
わ
れ
た
比
較
的
大
型

の
ダ
ニ
で
す
。　

●
主
に
森
林
や
草
地
な
ど
の
屋
外
に
生

息
。
市
街
地
周
辺
で
も
見
ら
れ
、
肉
眼
で

は
気
づ
き
に
く
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
吸

血
後
は
左
写
真
の
よ
う
に
形
と
大
き
さ
が

変
わ
り
ま
す
。

※
「
ダ
ニ
」
で
も
食
品
等
に
発
生
す
る
「
コ

ナ
ダ
ニ
」
や
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す
る

「
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
」
な
ど
の
家
庭
内
に
生
息
す

る
ダ
ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
つ
い
て

●
野
外
に
い
る
ダ
ニ
で
、
親
虫
、
若
虫
は

地
中
で
昆
虫
の
卵
な
ど
を
食
べ
て
生
活
し

て
い
ま
す
が
、
幼
虫
の
時
期
に
地
表
へ
出

て
一
度
だ
け
野
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
動
物
に
吸

着
す
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
偶

●
首
に
か
け
る
タ
オ
ル
や
脱
い
だ
上
着
な
ど

は
直
接
地
面
に
置
い
た
り
、
木
に
か
け
た
り

せ
ず
、
で
き
る
だ
け
カ
バ
ン
な
ど
の
中
に
い

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
長
時
間
地
面
に
直
接
、
座
っ
た
り
、
寝

転
ん
だ
り
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
草
む
ら
や
や
ぶ
な
ど
で

　
活
動
を
し
た
後
は

●
車
に
乗
る
前
、
家
に
入
る
前
に
服
を
は

た
き
ま
し
ょ
う
。

●
服
な
ど
に
ダ
ニ
が
付
着
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
着
て
い
た
服
は
す
ぐ
に

洗
濯
す
る
か
、
屋
外
で
天
日
干
し
し
ま

し
ょ
う
。

●
屋
外
活
動
後
は
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
い

な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
吸
血

中
の
マ
ダ
ニ
を
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つ
け
た
場
合
は
、
で
き

る
だ
け
医
療
機
関
で
処
置
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
ダ
ニ
に

か
ま
れ
た
ら

　
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
後
、
発
熱
等
の
症
状

が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 

こ
れ
か
ら
ダ
ニ
類
が
活
発
化
す
る
時
期
で

あ
り
、
野
外
活
動
の
機
会
が
増
え
る
時
期

に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、

か
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
野
外
で

の
ダ
ニ
・
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
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自衛隊協力での炊き出しなどを計画しています。たくさ
んのご来場をお待ちしています。
●日　時　9 月 29 日　10：00 ～ 13：30
●場　所　野田川わーくぱる

 

野
外
に
生
息
す
る
ダ
ニ
類
（
マ
ダ
ニ
や
ツ
ツ
ガ
ム
シ
等
）
が
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
な
ど
を
保
有
し
て
い
る
場
合
、
か
ま
れ
る
と
病
気
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ツツガムシ拡大写真

0.3
㎜
の
大
き
さ
で
肉
眼
で
は
見
え
に
く
く
、

ま
た
か
ま
れ
て
も
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

ダ
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ま
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に

●
草
む
ら
や
や
ぶ
な
ど
で

　
活
動
を
す
る
時
は

  

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
、
長
靴
等
を

着
用
し
、
肌
の
露
出
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
し
ま
し
ょ
う
。（
色
の
薄
い
服
は
く
っ

つ
い
た
ダ
ニ
を
見
つ
け
や
す
く
し
、
滑
り

や
す
い
素
材
を
選
ぶ
と
ダ
ニ
が
付
着
し
に

く
く
な
り
ま
す
。）

然
に
ヒ
ト

を
か
む
こ

と
が
あ
り

ま
す
。
ヒ

ト
を
か
む

幼
虫
は
約

             事前投句応募締め切り迫る！

締 め 切 り    8 月 19 日 ( 月 ) まで
               　    （「ハイクの日」と覚えてください）
俳 句 大 会　 平成 25 年 12 月 8 日 ( 日 )
問い合わせ　 江山文庫　☎ 43-2180

第 2 回  与謝蕪村顕彰 与謝野町俳句大会

販売開始　　平成 25 年 7 月 10 日から
販売郵便局　舞鶴市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野
町内の郵便局（計 58 局）、※簡易郵便局は除きます。
切手概要　　１シート80円切手×10枚　販売価格1,200円
問い合わせ　丹後建国 1300 年記念事業実行委員会　　
　　　　　　☎0772-69-0120

　　　   丹後建国 1300 年事業オリジナル   
   フレーム切手「丹後建国1300年」の販売開始！

　　
9/16 ファン感謝デー
　昨年初開催した KTR
ファン感謝デー。今年も
開催が決定しました！
　昨年大好評だったキャ
ラクターショー。今年は
あのキャラクターがやっ
てくる !?

●日時　９月 16 日（月・祝）
　　　　10：00 ～ 16：00
●場所　KTR 野田川駅
●内容　キャラクターショー、
　　　　ビンゴゲーム、車両乗
　　　　車体験などなど！
※ 詳しくは今後ちらしを配布します。

　　　　

消防防災フェア 2013 を開催します

期　　間　7 月 27 日（土）～８月 31 日（土）
営業時間　5:30 ～ 8:30（最終受付 8:00）
裸浴料金　大人 500 円（中学生以上）　小人 300 円（3 歳以上）

　　　　　　※裸浴のみ営業（プール、バーデゾーン、3 階は利用不可）

朝風呂会員大募集　上記期間中朝風呂入り放題で 3,500 円
問い合わせ　　☎46-3500（クアハウス岩滝）

クアハウス岩滝 ～朝風呂始めました～



今月の
新着図書

お盆 故人をしのんで お盆の時期にご先祖や故人をしのぶ機会を持たれる方もいるでしょう。「死」
を題材にしつつ、人と人のつながりや生き方についての本を紹介します。

A L T リレーコラム  ［ 第 33 回 　弓道と日本での経験   by アレクサンドラ・ジンデル］	COLUMN　 図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『悼む力　逝ったあの人へ、
 生きる自分へ』
阿刀田高／ＰＨＰ研究所

　「いつまでもその人を思い出し、存在を感
じ、その生涯をたどることで、故人がこの世
で生き続けることになるのだ」文学界の重鎮
が、井上ひさしや星新一など親しかった人
の思い出を語る追悼文のほか、周辺をはじ
め自身の老化や病気、死について綴った１冊。

『私の死亡記事』
文芸春秋編／文芸春秋

　「自分の死亡記事を書いてください」
というとんでもない依頼に応えた著名人
102人。個性豊かな彼らが考える自身の
最後とは？約10年前に出版された本で、
残念ながらすでに鬼籍に入っている方も
おられますが、当時を懐かしんで読んで
いただくのはいかがでしょうか？

『おじいちゃんがおばけに
 なったわけ』
エヴァ エリクソン・キム フォップス オーカソン ／
あすなろ書房
　心臓発作で道に倒れて死んでしまったエ
リックのおじいちゃん。ところが、お葬式
の夜におじいちゃんはエリックの部屋に現
れます。おばけになったおじいちゃんには、
この世になにか忘れ物があるようなのです
が、それはいったいなんだったのでしょう？

『夏の庭』
湯本香樹美／徳間書店 

　「死んだらどうなるのだろう。死んだ人
を見てみたい」と思った少年たちは、小学
校最後の夏休みに近所に住むおじいさんを
こっそり見張りはじめます。しかし庭を片
づけるおじいさんを手伝ううちにすっかり
仲良くなって・・・。少年たちと老人の心
温まるひと夏の物語を描いた名作です。

一般書 ●『雑学事典』東京雑学研究会／東京書籍　●『世界は宗教で動いてる』橋爪大三郎／光文社　●『それでも、
日本人は「戦争」を選んだ』加藤陽子／朝日出版社　●『親の家を片づける』　主婦の友社／主婦の友社　●『胃がんの
すべてがわかる本』矢沢サイエンスオフィス／学研パブリッシング　●『冷やシャリッ！凍らせレシピ』チーム凍ら

せレシピ／メディアファクトリー　●『大人かわいい切り紙図案集１』室岡昭子／ブティック社　●『監督の器』野村
克也／イースト・プレス　●『世界地図の下書き』朝井リョウ／集英社　●『泣き童子（わらし）』宮部みゆき／文藝春秋　●『犬か
ら聞いた素敵な話』　山口花／東邦出版　●『さよならは小さい声で』松浦弥太郎／清流出版　●『くじらのあかちゃんおおきくな
あれ』神沢利子／福音館書店　●『すいか！』石津ちひろ／小峰書店               ● 『はみがきさん』　せなけいこ／ポプラ社『ぱん

Info 　　　　　　図書館おはなし会　
＜本館＞ 9 月 ７ 日（土）午後 3 時～
＜加悦＞  9 月１４日（土）午前 10 時 30 分～

つくったよ。』　平田昌広／国土社　●『おしごと制服図鑑』講談社／講談社　●『なぜ？どうして？生き物ＮＥＷぎもんランキング』
学研教育出版　●『キミにも作れる！伝承おもちゃ＆おしゃれ手工芸』　平林浩／太郎次郎社エディタス　●『アンパンマン大図鑑 
公式キャラクターブック』やなせたかし原作／フレーベル館　●『少年口伝隊一九四五』井上ひさし／講談社　●『しあわせなら名
探偵』杉山亮／偕成社　●『おかえり！盲導犬ビーン』井上こみち／佼成出版社　●『パンダ救出作戦（マジックツリーハウス）』
メアリー・ポープ・オズボーン／メディアファクトリー　●『エリザベス女王のお針子』ケイト／ペニントン徳間書店

順を踏みます。「射法八節」では、自分の
心や体、周りの様子にも注意を払わなけれ
ばなりません。弓道の鍛錬は努力が必要で、
弓を引く際は緊張することもありますが、
心の平穏を得ることができ、体と心、自分
と世界との統一感を強く感じられます。
  私が弓道について興味深く感じたことは、
窮屈で奇妙に思える「構え」です。「構え」
を練習する中で、今まで知らなかった腕の
筋肉を使うことも学べました。また、的を

で私は大変成長できたと思います。　
　最後になりますが、学校や地域の皆さんにもこの２年間
で大変お世話になりました。日本での生活は本当に素敵な
経験でした。皆さんの親切さや気配り、寛容さには大変感
謝しています。皆さんのおかげで、全然知らない町が私の
新しい故郷になりました。私はアメリカへ帰りますが、こ
の経験と記憶を持ちかえります。与謝野町はいつまでも私
の心の中にあります。Thank you!

皆 さんこんにちは！　私はこの夏にアメリカに帰国
するため、これが私の最後の記事となります。今

回は、日本の伝統的な武道である弓道について書きたいと
思います。私は与謝野町に来てから２年間弓道を続けてき
ました。弓道を学ぶことで得た経験は、日本の生活で経験
したことや、日本という国について抱いた感想と同じです。
　弓道で弓を引く際は「射法八節」と呼ばれる八段階の手

弓道は奥が深いです

狙う際に視線を据える先など、今まで考えたことがないこ
とについても、繰り返し練習をするうちに注意することが
できるようになりました。
  私が日本に来た最初のうちは、お辞儀がぎこちなかった
と思います、また、正座することが痛くて難しかったです。
新しい世界に来たようで、私は多くの失敗をしてしまいま
した。しかし、弓道と同じように、繰り返し行うことで窮
屈に感じていたことも自然にできるようになりました。

  弓道は、弓を引く動作が滑らかなため大変美しく、また、
簡単そうに見えますが、実際は弓道を学べば学ぶほど、こ
の簡単そうに感じられる動きは大変複雑なものであり、身
につけるには努力が必要なものだと分かります。
  私は日本という国もこれと同じだと感じています。日本
はいつも、町並みは清潔で美しく、社会は淀みなく動いて
います。しかし、この国の様子は何の努力もなく作られた

ものではありません、いつも頑張っている
人々の絶え間ない、努力の結果であると思
います。私は、このことを本当に尊敬して
います。
　岩滝弓道場の皆さんの優しさがなかった
ら、私はこの素敵な弓道に出会うことがで
きませんでした。道場や弓道協会の皆さん
の温かさに本当に感謝しています。皆さん
の辛抱強い指導や手助けが、私に多くのも
のを与えてくれました。この経験のおかげ

時の贈り物 ［ 第 68 回　雲岩公園　甫
ほ

尺
せき

の句碑］	 まちの文化財

与
謝
野
町
が
誇
る
つ
つ
じ

と
奇
岩
の
名
所
、
岩
屋

雲う
ん
岩が
ん
公
園
の
稲
荷
堂
に
は
、
甫
尺

と
い
う
江
戸
時
代
の
宮
津
俳
人
の

俳
句
を
刻
ん
だ
句
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　
岩い

わ
む
ろ
に
一い

ち
夜や

籠こ
も

ら
む
霜し

も
の
声こ

え       
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

甫
尺

　
季
語
は
「
霜
の
声
」
で
冬
。
し

ん
し
ん
と
冷
え
込
む
夜
半
、
霜
が

降
り
る
気
配
を
音
が
す
る
よ
う
に

感
じ
た
も
の
で
す
。

　
筆
跡
の
元
と
な
っ
た
自
筆
の
屏

風
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
甫
尺
の
母

親
は
岩
屋
村
の
出
身
で
、
亡
母
の

供
養
を
か
ね
て
雲
岩
庵
に
法ほ

っ
け
き
ょ
う

華
経

一
部
八
巻
を
奉
納
し
、
門
人
や
俳

友
ら
16
人
と
と
も
に
百

ひ
ゃ
く

韻い
ん

を
連
ね

た
と
い
う
こ
と
で
す
。（
百
韻
＝

五
七
五
の
長
句
と
七
七
の
短
句
を

交
互
に
連
ね
て
百
句
に
至
る
連
歌

や
俳は

い
か
い諧
の
形
式
の
こ
と
）

　
文
中
で
は
頂
上
の
雲く

も
岩い
わ
の
窪
地

に
安
置
さ
れ
た
元
禄
13
年
作
の
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

坐ざ

像ぞ
う

に
つ
い
て
触
れ
て
お

り
、
続
け
て
冒
頭
の
句
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
岩
む
ろ(

室)

に
一
夜
籠
ら
む
」と
は
、
山
上
で

句
作
に
耽ふ

け

る
自
分
た
ち
の
姿
を
、

岩
の
中
の
弥
勒
菩
薩
に
な
ぞ
ら
え

た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
【
甫
尺
】（
生
年
不
明
～

１
８
０
４
）　

宮
津
に
生
ま
れ
同

地
の
紺
屋
の
下
絵
職
人
と
な
っ
た

の
ち
京
都
に
出
て
、
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

と

交
流
の
あ
っ
た
俳
人
三み

浦う
ら
樗ち
ょ
良ら

に

俳
諧
を
学
び
ま
し
た
。
俳
句
だ
け

で
な
く
絵
画
に
も
す
ぐ
れ
、
蕪
村

の
影
響
を
思
わ
せ
る
俳
画
を
多
く

残
し
た
こ
と
か
ら
「
丹た

ん

後ご

蕪ぶ

村そ
ん

」

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
前
述
の
屏

風
に
も
百
韻
興
業
の
様
子
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　
句
碑
は
昭
和
初
年
に
岩
屋
西
林

寺
の
住
職
が
屏
風
中
の
甫
尺
の
句

の
写
真
を
引
き
伸
ば
し
て
刻
ん
だ

も
の
で
、
稲
荷
堂
の
縁
板
を
切
り

欠
き
、
堂
に
一
体
化
し
た
よ
う
な

形
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
甫
尺
の
俳
画
作
品
は
、
９
月
か

ら
江
山
文
庫
の
秋
季
特
別
展
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
与
謝
野
町
教
育
委
員
会

甫尺句碑（昭和初年の建立）

児童書

Info

Topics　
          七夕おはなし会を行いました
　7 月 6 日に、中央公民館にて、マザーグースの会による
七夕おはなし会を行い、40 人が参加し、おはなしのほか、
笹飾りを作って七夕を楽しみました。

Topics
　
      読み聞かせコンサートを行いました
　7 月 7 日、知遊館で、ＮＰＯ法人音楽のまちづくりのご
協力による読み聞かせコンサートを実施しました。ソプラ
ノサックス・アルトサックスと
ピアノの伴奏による読み聞かせ
のほか、七夕さまの歌の演奏な
ど、79 人の参加者はお話と音
楽の世界に酔いしれました。
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素晴らしい演奏でした



まちの 話題 お届けします

●ゆかた着付け教室

着付けを学びました！
　夏のさまざまな場面で「ゆかた」、「夏用着物」を気軽
に親しんでもらおうと、「ゆかた着付け教室」が６月 25
日、７月２日、９日の３日間、野田川わーくぱるで行わ
れました。　
　「京都きもの藤原学院」丹後分校より講師を招き、3
日間、朝、昼、夜の部のべ９講座で合計30人の方がゆ
かた着付け教室に参加し、各自ゆかたの着付けを学び、
技術を身につけました。
　皆さんゆかたを着ると華やかで涼しい装いになり、笑
顔がこぼれていました。

自
分
た
ち
で
着
付
け
た
ゆ
か
た
で
記
念
撮
影

●「エコキッズ与謝野」！

まちの将来を考えました！　
　与謝野町の環境を知り、私たちの暮らしを見つめ、町
の将来像を考えるための取り組み、「エコキッズ与謝
野」が町内 4、５、6 年生 17 名が参加しはじまりまし
た。　よさの百年の暮らし委員会の皆さんの協力を得て、
6 月 15 日には温江の青

あお
木
き

順
じゅん

一
いち

さん（温江）を講師に、
雨の中、大江山池ヶ成の植生とその大切さの説明を受け
た後、15 本の落葉樹を植樹しました。
　また、7 月 6 日には京都府総合教育センター北部研修
所の東山先生を講師に、野田川親水公園で野田川の水生
生物の観察を行いました。網を持って川に入り、ずぶぬ
れになりながら頑張りました。
　今後は、野田川下流での調査やエコクッキングを行い、
3 月の環境シンポジウムで実践発表をする予定です。

●青少年リーダー・指導者研修会

子どもたちの体験活動での
指導方法を学びました。

  ７月 13 日・14 日、「青少年リーダー・指導者研修会」
が中央公民館等で行われ、近隣の高校生と町内の社会人
15 名が参加しました。
　自ら考え行動できる子どもたちを育てるためのリーダー
や指導者を育成するために開催されたこの研修会では、今
の子どもが抱える課題や大人としての接し方などを学びま
した。
　参加者は講師の指導のもと、自分の役割や野外活動での
注意点などを熱心に学んでいました。

真剣に説明を聞く参加者たち

●男山区阿蘇海環境美化事業

阿蘇海のアオサを回収しました
　7 月 14 日に男山区で海草のアオサ回収が行われました。
男山区民をはじめ、京都府、与謝野町、橋立中学校の生徒、
溝尻漁協などの協力により、多くの方が阿蘇海をきれいに
しようと参加しました。
　アオサは腐敗すると悪臭を放ち、阿蘇海周辺の住民や観
光客からも苦情を受けることもあるほどです。
　当日は、猛暑の中海に入って作業する人、ボートに乗っ
て作業する人、陸で海草を積み込む人に別れ、それぞれ一
生懸命海草を回収していました。
　この日回収したアオサを含む海草の量は約 8 トン。多
く回収することができ、皆さん疲れながらも満足そうな表
情でした。

海
・
陸
で
そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
作
業
を
す
る
み
な

さ
ん

左 /　落葉樹の植樹

右 /　水生生物の観察を行う

発
掘
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た

　
平
成
25
年
4
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
、

石
田
区
内
で
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道

（
野
田
川
大
宮
道
路
）
の
新
設
工
事
に

先
立
ち
、
公
益
財
団
法
人
京
都
府
埋
蔵

文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
、

石
田
谷
遺
跡
の
第
3
次
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
田
谷
遺
跡
は
、
石
田
地
区
の
集
落

の
南
西
側
に
広
が
る
集
落
遺
跡
で
、
平

成
24
年
に
新
た
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
対
象
地
は
、
遺
跡
全
体
か

ら
み
れ
ば
限
ら
れ
た
も
の
で
し
た
が
、

新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

物
跡
が
1
棟
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
竪
穴

建
物
は
地
面
を
掘
り
下
げ
て
床
を
作
る

の
で
す
が
、
緩
斜
面
地
に
竪
穴
建
物
を

作
る
場
合
は
、
高
い
側
を
半
円
形
に
掘

り
、
低
い
側
は
土
を
盛
っ
て
床
を
作
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
田
谷
遺
跡
で
は
半
円
形
部
分
が
確

認
さ
れ
、
推
定
直
径
約
8
メ
ー
ト
ル
の

円
形
竪
穴
建
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
床
面
積
は
約
30
畳
分
に
相
当
し
ま

す
。
竪
穴
建
物
跡
の
内
部
か
ら
は
、
弥

生
時
代
後
期
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭

（
3
世
紀
代
）
の
壺
や
甕か

め

な
ど
の
ほ
か

に
、
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
と
い
う
鉄
製
の
小
型

木
工
道
具
1
点
が
出
土
し
ま
し
た
。

柱
穴
跡
群　

　
柱
穴
群
は
、
掘
立
柱
建
物
（
礎
石
は

な
く
、
素
掘
り
の
穴
に
柱
を
埋
め
込
ん

だ
建
物
）
の
跡
な
ど
の
痕
跡
で
す
。
建

物
配
置
を
復
元
す
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
の
で
す
が
、
多
く
の
建
物
が

建
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
掘
立
柱
建
物
跡
は
、
年
代
を
決
め
る

の
が
難
し
い
の
で
す
が
、
周
辺
か
ら
出

土
し
た
土
器
か
ら
推
測
し
て
、
奈
良
時

代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
建
物
跡
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

谷
地
形
か
ら

多
量
の
土
器　

　
谷
地
形
か
ら
は
弥
生
時
代
末
か
ら
古

墳
時
代
中
頃
（
3
世
紀
か
ら
5
世
紀
）

の
多
量
の
土
器
が
混
ざ
り
合
っ
て
出
土

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
遺
棄
さ
れ
た
も

石田谷遺跡の第 3 次発掘調査
が行われました

た
。
部
分
的
な
調
査
な
の
で
集
落
全
体

を
復
元
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

集
落
の
一
端
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

①
今
の
集
落
よ
り
も
山
側
の
高
所
の

の
が
、
流
れ
溜
ま
っ
た
状
況
と
思
わ
れ

ま
す
。
完
形
に
近
い
土
器
も
多
く
出
土

し
て
お
り
、
当
時
の
生
活
道
具
を
知
る

た
め
の
良
い
資
料
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。ポ

イ
ン
ト　

　
石
田
谷
遺
跡
は
、
出
土
し
た
土
器
か

ら
み
て
、
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
後
期
、

古
墳
・
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
集

落
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

斜
面
に
昔

の
集
落
が

広
が
っ
て

い
る
。

②
竪
穴

建
物
か
ら

出
土
し
た

鉄
製
工
具

は
、「
弥

生
時
代
の
丹
後
地
域
は
鉄
器
を
豊
富
に

保
有
し
た
重
要
地
域
で
あ
っ
た
」
と
い

う
推
定
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

大量の土器が出土

竪穴建物跡と柱穴跡群

鉄製工具が出土

写
真
提
供
：
公
益
財
団
法
人
京
都
府

埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

CLOSE
 UP

調
査
地
の
様
子　

　
調
査
地
は
緩
斜
面
と
谷
か
ら

な
り
ま
す
。
緩
斜
面
地
は
圃ほ

場じ
ょ
う

整
備
造
成
工
事
で
切
り
土・

盛
り
土
さ
れ
、
当
時
の
生
活
面

は
、
部
分
的
に
削
失
し
た
り
、

厚
い
堆
積
土
に
覆
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
竪
穴
建
物
跡
1
棟
・

柱
穴
跡
群
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
谷
地
は
大
量
の
土
砂
が

堆
積
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く

の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

竪
穴
建
物
跡　

　
平
面
が
円
形
を
し
た
竪
穴
建
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項 目 人 数 金 額
－ 1,231,558,020

－ 1,169,441,704 

451 人 62,116,316

205 人 26,687,636 

205 人 26,687,636 

Ｆの内、Ｈ 14 に消滅時効が完成していたもの 2 人 240,080

Ｆの内、Ｈ 15 に消滅時効が完成していたもの 38 人 5,929,470

Ｆの内、Ｈ 16 に消滅時効が完成していたもの 6 人 427,240 

Ｆの内、Ｈ 17 に消滅時効が完成していたもの 16 人 2,197,870 

Ｆの内、Ｈ 18 に消滅時効が完成していたもの 13 人 1,266,910

Ｆの内、Ｈ 19 に消滅時効が完成していたもの 31 人 5,037,870 

Ｆの内、Ｈ 20 に消滅時効が完成していたもの 13 人 1,292,166

Ｆの内、Ｈ 21 に消滅時効が完成していたもの 26 人 3,092,150

Ｆの内、Ｈ 22 に消滅時効が完成していたもの 28 人 3,974,490 

Ｆの内、Ｈ 23 に消滅時効が完成していたもの 8 人 497,540

Ｆの内、Ｈ 24 に消滅時効が完成したもの	 24 人 2,731,850

0 人 0

246 人 35,428,680

( 単位 : 円）

下水道受益者負担金等の不納欠損処分についてのお詫びと詳細説明
　このたび、下水道受益者負担金・分担金および農業集
落排水受益者分担金の徴収におきまして、合併前から５
年の消滅時効が完成しており、平成 24 年度決算におい
て、合併前のものも含め多額の不納欠損が発生いたしま
した。町民の皆様に多大なご迷惑をおかけいたしました
こと、誠に申し訳ございませんでした。

　与謝野町に対する信頼を損なう重大な事態を引き起こ
し、住民の皆様に心から深くお詫び申し上げ、あわせて、
その詳細についてご報告申し上げます。
　今後はこのような事態が発生しないように、徴収体制
の見直し、滞納整理の一層の厳格化に努め、町民の皆様
の信頼回復を図るべく全力を尽くしてまいります。

　消滅時効完成の詳細を下表に示します。下表は、下水道
受益者負担金・分担金および農業集落排水受益者分担金
の合計で作成した消滅時効完成の詳細を示したものです。

【消滅時効完成の詳細】

Ｇ　Ｄの内、与謝野町になってから賦課したもの	

Ｅ　Ｃの内、Ｈ 24 末の時点で消滅時効が完成していないものの合計

Ｃ　Ａの内、Ｈ 24 末の時点で滞納となっているものの合計

Ｄ Ｃの内、Ｈ 24 末までに消滅時効が完成し不納欠損処分したものの合計	

Ａ　Ｈ 7 ～ 23 の各年度に徴収することを決定したものの合計

Ｂ　Ａの内、Ｈ 24 末までに収納したものの合計

Ｆ　Ｄの内、旧町時に賦課したもの

※Ｄ欄　205人、26,687,636円には、破産手続き参加に伴う
配当金受領による即時消滅分 １人、88,236円を含む

不納欠損処分とは、各年度に徴収する額を決定したものの
何らかの理由で徴収が行えず、今後も徴収の見込みがたた
ないため、決定した徴収額を消滅させることをいいます。

下水道ならびに農業集落排水に係る受益者負担金および
受益者分担金の 5 年の消滅時効完成（不納欠損）状況　総計

【このような事態を招いた原因】
　合併以前より、受益者負担金等の滞納問題は旧 3 町と
も懸案事項でありましたが、職員に消滅時効に関する認識
がなかったため、滞納者への催告（納付のお願い・請求
書の送付等）、個別集金等の徴収努力は続けてきたものの、
時効の完成を先延ばしにする有効な手立てをとってこな
かったことが最大の原因です。
　「時効の完成を先延ばしにする」とは、時効の進行中に、
法的に認められた一定の理由（一回のみ有効となる督促状
の送付、一部納付、債務の承認、分納誓約等）が生じたとき、
そこから新たに５年の時効期間が始まることをいいます。

【今後の対応】
　今後発生する受益者負担金等の徴収につきまして、まず
は、滞納とならないように、適切に督促する等、徴収に最
大の努力をしていきます。その上でやむなく滞納となった
ものにつきましては、町に対して債務があることを承認し
ていただいたり、分割して納付することを誓約していただ
いたりする等の法的に消滅時効の中断に有効な手立てを適
切に講じていきます。
　これらの手を尽くしてもなお納付されないものについて
は、町税等と連携して差押えも行っていかなければならな
いと考えています。

【消滅時効完成の考え方】

 ●旧加悦町では、賦課決定額を 3 年に分割し、1 年分を
さらに 6 月から翌年 3 月までの 10 期に分けて徴収してい
ました。最終納期の納期限（3 年目の 3 月 31 日）の翌日
に 5 年の消滅時効期間が始まるので、消滅時効の中断、停
止等の先延ばし手続きがなければ 9 年目の 4 月 1 日に消
滅時効が完成することになります。
●旧岩滝町では、賦課決定額を 3 年に分割し、1 年分をさ
らに 6 月、9 月、11 月、翌年 1 月の 4 期に分けて徴収し
ていました。最終納期の納期限（3 年目の 1 月末日）の翌
日に 5 年の消滅時効期間が始まるので、消滅時効の中断、
停止等の先延ばし手続きがなければ 8 年目の 2 月 1 日に
消滅時効が完成することになります。

●旧野田川町では、賦課決定額を 3 年に分割し、1 年分を
さらに 6 月、8 月、10 月、翌年 1 月の 4 期に分けて徴収
していました。最終納期の納期限（3 年目の 1 月 30 日）
の翌日に 5 年の消滅時効期間が始まるので、消滅時効の中
断、停止等の先延ばし手続きがなければ 8 年目の 1 月 31
日に消滅時効が完成することになります。
●与謝野町では、旧加悦町の方法を採用し、賦課決定額を
3 年に分割し、1 年分をさらに 6 月から翌年 3 月までの
10 期に分けて徴収しています。最終納期の納期限（3 年
目の 3 月 31 日）の翌日に 5 年の消滅時効期間が始まるの
で、消滅時効の中断、停止等の先延ばし手続きがなければ
９年目の４月１日に消滅時効が完成することになります。

【旧町ごとの消滅時効完成状況】

●旧加悦町は、平成 7 年度末に初めて供用開始したので、
受益者分担金は、平成８年度に初めて賦課しました。その
ため、早いものでは、平成 16 年 4 月 1 日に消滅時効が
完成し、平成８年度から平成 15 年度にかけて賦課したも
のが平成 16 年度から平成 23 年度にかけて順次完成して
いました。
●旧岩滝町は、平成 6 年度末に初めて供用開始したので、
受益者負担金は、平成 7 年度に初めて賦課しました。そ
のため、早いものでは、平成 15 年 2 月 1 日に消滅時効
が完成し、平成 7 年度から平成 16 年度にかけて賦課し
たものが平成 14 年度から平成 24 年度にかけて順次完成
していました。
●旧野田川町は、平成7年度末に初めて供用開始したので、
受益者分担金は、平成 8 年度に初めて賦課しました。そ
のため、早いものでは、平成 16 年 1 月 31 日に消滅時効
が完成し、平成 8 年度から平成 16 年度にかけて賦課し
たものが平成 15 年度から平成 24 年度にかけて順次完成
していました。

旧町 人数 不納欠損額

旧加悦町 13人 741,540 円

内、合併前に消滅時効
が完成していたもの （2人） (54,910 円 )

旧岩滝町 43人 5,031,626 円

内、合併前に消滅時効
が完成していたもの （5人） (735,180 円 )

旧野田川町 149人 20,914,470 円

内、合併前に消滅時効
が完成していたもの

（55人） (8,004,570 円 )

計 205人 26,687,636 円

内、合併前に消滅時効
が完成していたもの

（62人） (8,794,660 円 )

受益者負担金等の旧町別
消滅時効完成人数および額

　昨年の 9 月定例議会で議会から指摘を受け、表のＡ欄の
平成 7 年度から平成 23 年度の各年度に徴収することを決
定したものの合計　1,231,558,020 円の内のＣ欄の平成
24 年度末の時点で滞納となっているものの合計 451 人、
62,116,316 円の全件について、消滅時効完成状況を確認
した結果、平成 14 年度から平成 24 年度の 11 年にわたっ
て消滅時効が完成し、平成 24 年度末において、その総額が、

【経過と表１の説明】
Ｄ欄の 205 人、26,687,636 円となることが判明いたしま
したので、この全額を平成 24 年度決算におきまして、不納
欠損処分いたしました。
　この消滅時効完成額は、全てが合併前の旧町時に賦課した
もの（Ｆ欄）であり、与謝野町になってから賦課したもの（Ｇ
欄）はありません。

表１

表２
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町 政  News & Information 町 政  News & Information

　子どものこと、夫婦関係や近所づきあ
いなど、女性が抱えるさまざまなしんど
さや悩みを、女性の相談員がお聞きし、
一緒に考えて問題解決のお手伝いをしま
す。秘密は厳守しますので、安心してご
相談ください。
■相 談 日　9 月 3 日（火）
　　　　　　午後１時～４時
■相談方法　１人 50 分程度、要予約
　　　　　　（定員３名）
■相 談 員　フェミニストカウンセラー
■相談内容　対人関係、家族関係、生
き方、進路、子育ての悩み、子ども
への虐待、仕事、摂食障害、うつ、
依存症など女性の抱える悩みや困難
のすべて
■場 所　知遊館　
■予約・問い合せ先
企画財政課（☎ 46-3084）
当日申し込みもできます

子ども子育て会議 問 福祉課 ☎ 43-1513

子どもたちの未来を考えます

子
ど
も
・
子
育
て

会
議
が
発
足

　　
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
」
の

成
立
に
伴
い
、
新
た
に
施
行
さ
れ
る
子

育
て
支
援
制
度
に
関
す
る
事
業
計
画

等
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
機
関
と

し
て
、「
与
謝
野
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
」
が
発
足
し
、
７
月
５
日
に
加
悦

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
１
回
目

の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
太
田
町
長
か
ら
委
員

に
委
嘱
通
知
書
が
交
付
さ
れ
た
後
、

会
長
に
足
立
経
彦
さ
ん
、
副
会
長
に

は
小
巻
か
お
り
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
、
町
長
か
ら
足
立
会
長

に
「
与
謝
野
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
」
の
諮

問
が
な
さ
れ
、「
幼
保
再
編
を
含
む
、

就
学
前
教
育
・
保
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
は
本
年
中
に
、「
与
謝
野
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
つ
い
て
は
平
成
26
年
中
に
、「
学

校
等
の
適
正
規
模
適
正
配
置
に
関
す

る
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
基
本
方
針

に
つ
い
て
」
は
平
成
27
年
３
月
ま
で

に
協
議
結
果
の
答
申
を
求
め
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
町
政
懇
談
会
の
中
で

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
や
、
９
月
に
実
施
予
定
の
「
住

民
ニ
ー
ズ
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、

第 63 回社会を明るくする運動
青少年の健全育成を呼びかけました

　
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
更
生
保
護
に

理
解
を
深
め
、
明
る
い
社
会
を
築

く
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
展
開
さ

れ
る
こ
の
運
動
は
今
年
で
63
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
当
町
に
お
い
て

も
７
月
７
日
、
役
場
各
庁
舎
に
お

い
て
セ
レ
モ
ニ
ー
、
各
地
域
で
街

頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
よ
り
多
く
の
方
々
に
こ
の
運
動

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
社
会
の
一

員
と
し
て
自
分
に
は
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
、
各
地
域
に
お

い
て
街
頭
演
説
や
啓
発
物
資
等

の
配
布
を
行
い
、
地
域
ぐ
る
み
で
、

青
少
年
の
健
全
育
成
と
人
間
性
豊

か
な
地
域
づ
く
り
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

問 住民環境課　 ☎ 44-2083

弓木地区公民館での街頭啓発

女性相談のご案内

ひとりで悩んでいませんか？
困ったときはご相談ください

相談料は
無料です

男 女 共 同 参 画

シリーズ 63

公民館備品整備
宝くじの助成金で整備しました

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展

を
目
的
に
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
自
治
宝
く
じ
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
金
を
受
け
、
浜
町
区
に
祭
事
用
備

品
、
金
屋
区
に
小
型
消
防
ポ
ン
プ
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
皆
さ
ん
が

問 企画財政課　 ☎ 46-3084

購
入
さ
れ
た
宝

く
じ
を
財
源
と

し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

上／金屋区小型消防ポンプ
右／浜町区祭事用備品

重複地番の解消作業を実施します
問 税務課 ☎ 44-2084

　
法
務
局
で
は
、
土
地
の
重
複
地

番
解
消
の
た
め
、
加
悦
と
野
田

川
地
域
の
一
部
の
地
区
に
お
け

る
「
山
地
」
の
地
番
変
更
を
７

月
か
ら
８
月
中
に
実
施
し
ま
す
。

手
続
き
は
不
要
で
す

　　
な
お
、
該
当
す
る
土
地
の
所

有
者
に
は
、
作
業
完
了
後
に
通

知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

変
更
後
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

【
実
施
地
区
】　

　
算
所
、
明
石
、
三
河
内
、
岩

屋
、
幾
地
、
四
辻
、
石
川

【
山
地
と
は
？
】　

　
山
林
、
原
野
な
ど
の
山
間
地

を
い
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
法
務
局　
宮
津
支
局

☎
２
２・
２
５
６
１

法務局からのお知らせ

　
気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や

津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時

に
、「
警
報
」
を
発
表
し
て
警
戒

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
よ

り
甚
だ
し
い
大
雨
、
地
震
に
よ
る

強
い
揺
れ
、
大
津
波
等
が
予
想
さ

れ
、
重
大
な
災
害
に
よ
る
危
険
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
、

特
別
な
警
戒
を
呼
び
掛
け
る
た
め

に
、
新
た
に
「
特
別
警
報
」
を
発

表
し
ま
す
。

　
特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象

は
東
日
本
大
震
災
、
当
地
域
に
も

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
平

成
16
年
台
風
第
23
号
の
豪
雨
」
や

我
が
国
の
観
測
史
上
最
高
の
潮
位

を
記
録
し
た
「
伊
勢
湾
台
風
の
高

潮
」
等
が
該
当
し
ま
す
。「
特
別

警
報
」
が
出
た
場
合
、
お
住
ま
い

問 総務課 ☎ 46-3003

『特別警報』の発表を開始します
8 月 30 日から

の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
し
か
な

い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
、
避

難
指
示
・
勧
告
等
に
留
意
し
、
た

だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ

に
は
、
時
間
を
追
っ
て
発
表
さ
れ

る
注
意
報
、
警
報
や
そ
の
他
の
気

象
情
報
を
活
用
し
て
、
早
め
の
行

動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た
や
家
族

の
命
を
守
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

気
象
庁　
京
都
地
方
気
象
台
防
災

業
務
課　

☎
０
７
５・８
４
１・３
０
０
６　

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

http://w
w

w
.jm

a.go.jp/jm
a/

kishou/know
/tokubetsu-

keiho/index.htm
l
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協
議
を
進
め
る
予
定
で
す
。

諮
問
の
具
体
的
な
内
容

●
幼
保
再
編
を
含
む
、就
学
前
教
育・

保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

① 

岩
滝
幼
稚
園
と
岩
滝
保
育
所
の

統
合
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

と
運
営
に
つ
い
て

② 

加
悦
地
域
の
３
保
育
園
の
統
合

に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
と
運

営
に
つ
い
て

③ 

野
田
川
地
域
の
三
河
内
幼
稚
園

と
４
保
育
所
の
統
合
に
よ
る
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
と
運
営
に
つ
い
て

● 

「
与
謝
野
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
に
つ
い
て

●
学
校
等
の
適
正
規
模
適
正
配
置
に

関
す
る
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
基
本

方
針
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画

　
市
町
村
は
、
国
が
定
め
る
「
基
本

指
針
」
に
基
づ
い
て
、
地
域
の
保
育

需
要
等
を
踏
ま
え
た
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
中
で
は
、
地
域
の
保

育
の
認
可
基
準
、
新
た
な
枠
組
み
に

よ
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
再
編
、
新

し
い
制
度
に
お
け
る
保
育
料
の
設
定

な
ど
、
子
育
て
支
援
に
か
か
わ
る
さ

委
員
の
紹
介（
順
不
同
・敬
称
略
）

●
会
長

　
足あ

立だ
ち　

経つ
ね

彦ひ
こ　

　
　
（
東
町
）　　

●
副
会
長　
　

　
小こ

巻ま
き　
か
お
り   （
加
悦
奥
）

●
委
員

　
河か

原わ
ら

林ば
や
し

　
久く

美み

子こ   （
四
辻
）

　
小こ

室む
ろ　
篤あ
つ
子こ　
　
　
（
東
町
）

　
嵯さ

峨が　
實み
の
る　
　
　
　
（
石
田
）

　
塩し

お
見み　
田た

鶴づ

子こ   （
上
山
田
）

　
高た

か
橋は
し　

宏ひ
ろ

明あ
き      （

舞
鶴
市
）

　
谷た

に
𠩤　
陽よ
う
一い
ち
郎ろ
う      （
与
謝
）

　
為た

め
村む
ら　
恵え

美み

子こ      （
男
山
）

　
中な

か
田た　
麻ま

由ゆ

美み   （
三
河
内
）

　
堀ほ

り
尾お　
知と
も

弘ひ
ろ         （

石
川
）

　
増ま

す
田だ　
明あ
け
美み      （
三
河
内
）

　
森も

り
垣が
き　

美み

与よ

子こ      （
金
屋
）

　
矢や

野の　
洋よ
う
一い
ち           （
滝
）

　
山や

ま
添ぞ
え　

謙け
ん
三ぞ
う        （
立
町
）

　
山や

ま
本も
と　

桂け
い

司じ        （
岩
屋
）

委
員
の
構
成　
　

　
元
小
学
校
長
、
元
幼
稚
園
長
、
元

保
育
所
長
、
丹
後
保
健
所
職
員
、
元

総
合
計
画
審
議
会
委
員
、
主
任
児
童

委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
、
幼

稚
園
・
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
家
庭

教
育
委
員
、
保
育
所
保
護
者
会
長
な

ど
16
名
。

ま
ざ
ま
な
事
項
に
つ
い
て
計
画
策
定

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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まちのうごき
平成 25 年 6 月末現在

人　口	23,743 人（ー 31）

　男　	11,263 人（ー 19）

　女　	12,480 人（ー 12）

世帯数	 9,157 戸（ー  6）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、６月16日から７月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

問 総務課 ☎ 46-3003

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限価格
（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

6/7 大江山運動公園体育館改修工事 滝 ３者 福井建設㈱丹後営業所 95,060 83,360 83,360 87.6 6/21 ～ 12/20

6/7 男山八幡公園公衆便所水洗化工
事設計監理業務委託 男山 ３者 一級建築士事務所浪江建

築事務所 600 － 540 90.0 6/14 ～ 11/30

6/7 大江山運動公園体育館改修工事
監理業務委託 滝 ３者 菅設計工務１級建築士事

務所 1,600 － 1,350 84.3 6/11 ～ 12/20

６  月入札結果

問 福祉課 ☎ 43-1513

京都生協と協力します
高齢者等見守り活動に関する協定及び覚書

　
6
月
17
日
、
京

都
生
活
協
同
組
合

と「
高
齢
者
等
見

守
り
活
動
に
関
す

る
協
定
及
び
覚
書
」

を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に

よ
っ
て
京
都
生
協

は
宅
配
や
共
同
購

入
で
４
割
以
上
の

世
帯
が
活
用
し
て

お
り
、
配
達
時
に

新
聞
や
郵
便
が
た

ま
っ
て
い
た
り
、

子
ど
も
の
泣
き
声

が
尋
常
で
な
い
な

ど
異
変
に
気
付
い

た
場
合
、
生
協
職

員
が
す
ぐ
に
町
へ

通
報
し
、
町
は
民

生
児
童
委
員
等
の

関
係
機
関
の
協
力

も
得
て
、
即
対
応

す
る
体
制
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎46-3002
総務課
　☎46-3003
　☎46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎46-3084
　☎46-3085（情報システム係）
建設課
　☎46-3267
商工観光課
　☎46-3269
会計室
　☎46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

問 農林課 ☎ 43-2191

１周年イベントが開催されました！
「ハーブガーデン・森の直売所」

　
６
月
30
日
、
リ
フ
レ
か

や
の
里
、
道
の
駅
シ
ル
ク

の
ま
ち
か
や
を
会
場
に
リ

フ
レ
か
や
の
里
運
営
協
議

会
主
催
に
よ
る
「
ハ
ー
ブ

ガ
ー
デ
ン
・
森
の
直
売
所

１
周
年
イ
ベ
ン
ト
」
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
道
の
駅
シ
ル
ク
の
ま
ち

か
や
で
は
、
玄
関
前
の
テ

ン
ト
に
て
与
謝
野
町
優
良

産
品
業
者
会
に
よ
る
お
か

ら
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
の
特
産

品
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
リ
フ
レ
か
や
の
里
で
は
、

第
１
駐
車
場
内
に
あ
る
森

の
直
売
所
で
は
地
元
野
菜

の
ほ
か
、
手
作
り
パ
ン
・

ジ
ュ
ー
ス
・
ポ
ン
菓
子
の

実
演
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、

ホ
ー
ル
で
は
文
化
工
芸
の

里
の
工
房
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
午
後
２
時
か
ら
は
、
第

1
回
ハ
ー
ブ
の
集
い
が
開

催
さ
れ
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

で
満
開
に
咲
き
誇
る
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
体
験
摘
み
な
ど

が
行
わ
れ
ハ
ー
ブ
で
初
夏

を
楽
し
む
方
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

問 住民環境課 ☎ 44-2083

私たちにご相談ください！
人権擁護委員

人
権
擁
護
委
員　

　

７
月
1
日
付
け
で
上
じ
ょ
う

西に
し

義よ
し

仁ひ
と

さ
ん
（
東
町
）
が

人
権
擁
護
委
員
に
再
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、

地
域
で
人
権
思
想
を
広
め
、

人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ

う
に
見
守
り
、
人
権
を
擁

護
し
て
い
く
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期

は
3
年
で
、
現
在
与
謝
野

町
で
は
、
11
人
の
委
員
の

方
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
京
都
地
方
法
務
局
宮
津

支
局
で
は
、
毎
月
2
回
人

権
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
人
権
問
題
で
困
っ
て

い
る
人
、
悩
ん
で
い
る
人

は
お
気
軽
に
人
権
擁
護
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

京
都
地
方
法
務
局
宮
津
支
局

☎
２
２・２
５
６
１

上西委員（再任）

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員

　
7
月
1
日
付
け
で
上う
え

田だ

昭あ
き
らさ

ん
（
浜
町
）、
土つ
ち

田だ

清き
よ
しさ

ん
（
後
野
）
が
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
は
固
定
資
産
の
価
格

に
対
す
る
納
税
者
の
不
服

を
審
査
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
専
門
的
、
中
立
的

な
第
三
者
機
関
で
す
。
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
任
期
は
3
年
で
す
。

固
定
資
産
税
に
関
す
る
こ

と
で
お
悩
み
の
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
平
委
員

　
7
月
1
日
付
け
で
、
坂さ
か

根ね

功こ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
（
石
川
）

が
公
平
委
員
に
再
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

   

公
平
委
員
会
と
は
、
職

員
の
公
正
な
人
事
の
保
障

な
ど
、
職
員
の
給
与
や
勤

務
時
間
な
ど
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
措
置
の
審
査
、

判
定
を
行
う
機
関
で
す
。

　
教
育
委
員

　
7
月
1
日
付
け
で
樋ひ

口ぐ
ち

潔き
よ
しさ
ん
（
石
川
）
が
与
謝

野
町
教
育
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
教
育
委
員
会

は
学
校
の
管
理
運
営
の
指

導
助
言
、
命
令
監
督
を
行

う
ほ
か
、
生
涯
学
習
、
教

育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等

の
幅
広
い
施
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

上田委員（再任）土田委員（新任）

坂根委員（再任）樋口委員（新任）
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町 府 民 税　第２期
国民健康保険税　第 3 期
介 護 保 険 料　第 3 期

今月の納期
9/2（月）まで

野田川庁舎（税務課）
いずれも午後８時まで
※納付書をご持参ください

夜間納税窓口
8/29（木）・

30（金）・9  /2（月）

滞 納 税
相 談 窓 口
※納期を過ぎた町税

の納付相談窓口

京都地方税機構 
丹後地方事務所
京丹後市役所大宮庁舎 3 階　
☎ 0772-68-1041

問 総務課 ☎ 46-3003

行政委員が委嘱されました！
固定資産評価審査委員会委員・公平委員・教育委員

ご寄付いただきありがとうございます
  7 月 1 日、勝

かつ
山
やま

伯
のり

彦
ひこ
（京都市）さんより、

町章をデザインした「つづれ織り」を寄
贈いただきました。西陣織技法の「つづ
れ織り」は、当時（1960 年）の野田川
町が農村女性の副業として安定した収入
を得られる芸術性の高い織物ということ
で、京都市内から誘致されました。

町章をデザインした「つづれ織り」
を手わたす勝山さん（中央）

●懲戒処分

　与謝野町では、平成 25 年６月 28 日
付けで、職員の懲戒処分を行いました。
●処分された職員
　下水道課長
　【処分内容】　　戒　告

●給与の減額

　また、与謝野町では、平成 25 年 6 月
28 日付けで、次のとおり与謝野町長お
よび副町長の給与の減額を行いました。
町　長　減給　100 分の 10　3 ヵ月
副町長　減給　100 分の　5   3 ヵ月

　　与謝野町職員の懲戒処分ならびに　　　　
特別職の給与の減額についてお知らせします

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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が
譲
り
受
け
ま
し
た
。

　
「
京
の
豆
っ
こ
米
」
と
は
有
機

質
肥
料
「
京
の
豆
っ
こ
」
を
使
っ

て
栽
培
さ
れ
た
お
米
の
こ
と
で
、

化
学
肥
料
や
農
薬
を
で
き
る
だ
け

減
ら
し
た
自
然
環
境
に
や
さ
し
い

お
米
で
す
。

　
そ
ん
な
ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。

Ｑ
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま

す
。

Ａ
平
成
24
年
１
月
か
ら
与
謝

野
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
与
謝
野
町
の
Ｐ

Ｒ
を
任
さ
れ
ま
し
た
「
ま
め
っ
こ

ま
い
ち
ゃ
ん
」
と
言
い
ま
す
。

　
他
地
域
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
負

け
な
い
活
躍
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
与
謝
野
町
を
ど
ん
な
町
に

し
た
い
で
す
か
？

Ａ
与
謝
野
町
の
田
ん
ぼ
が
、

「
京
の
豆
っ
こ
米
」
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
ら
い
い
な
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
Ｐ
Ｒ
を
頑
張
っ
て
与
謝

野
町
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
。

Ｑ
特
徴
・
自
慢
で
き
る
こ
と

は
？

Ａ
頭
に
つ
い
て
い
る
ひ
ま
わ

り
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん

与
謝
野
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
！

与
謝
野
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
、
今
着
て
い
る
衣
装
も

と
て
も
気
に
入
っ
て
ま

す
。尊
敬
す
る
人
は
与
謝
野
鉄
幹・

晶
子
で
す
。
趣
味
は
俳
句
を
詠
む

こ
と
で
す
！
台
風
は
一
番
嫌
い
で

す
！Ｑ

与
謝
野
町
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ａ
ま
だ
与
謝
野
町
の
中
で
も

私
の
こ
と
（
京
の
豆
っ
こ

米
）
を
知
っ
て
く
れ
て
い
る
人
が

少
な
い
の
で
寂
し
い
で
す
。
ぜ
ひ

与
謝
野
町
産
の
と
て
も
美
味
し
い

京
の
豆
っ
こ
米
を
味
わ
っ
て
く
だ

さ
い
！ 

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
呼
ん

で
く
れ
た
ら
ど
こ
で
も
行
き
ま
す

の
で
、
ど
ん
ど
ん
呼
ん
で
く
だ
さ

い
！
出
会
っ
た
と
き
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
与
謝
野

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
」
で
す
。

ま
い
ち
ゃ
ん
は
、
与
謝
野
町
商
工

会
青
年
部
が
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
与
謝
野
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
20
年
５
月
、
与

謝
野
町
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
京
の

豆
っ
こ
米
」
を
モ
チ
ー
フ
に
制
作

し
、
平
成
24
年
1
月
に
与
謝
野
町

あかまつから下車するまいちゃん

●まめっこまいちゃん

　３人兄弟の長女として平成 2 0 年５月

に 誕 生。 好 き な 食 べ 物 は お か ら。 特 技

趣 味 は 俳 句 を た し な む こ と。 嫌 い な も

のは台風という。

　まめっこまいちゃんを呼ぶための申請用紙に記入して役場に提出し
てください。また、承認された用途・期間を守り、着ぐるみの改造、
第三者に譲渡・転貸、雨天時に屋外での使用はしないでください。な
お使用料は無料です。詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ】
申請内容が商工業・観光に関する場合　商工観光課　☎ 46-3269
申請内容が商工業・観光以外の場合　　農林課　　　☎ 43-2191

まめっこまいちゃんを呼ぶには？


